
 2013年度 秦野市ミニデイ 介護予防の為の音楽療法（おおね荘） 

 

実施日：２０１４年３月１９日 水曜日  １３時００分～１４時００分   

参加人数：男性 ６名・女性 １４名  計２０名 

実施者 浅田桂子（認定音楽療法士、認知症ケア上級専門士） 

    保田美穂 (介護福祉士・認知症ケア専門士) 

長期目標 

    ：集うことが最初の一歩。                  

：老いや障害を受け入れ楽しい時間を過ごすことで、孤独孤立の軽減の一助に。 

身体活動や歌唱に参加することで身体機能維持、介護予防を支援。 

留意点 

＊ 三月、様々な活動を通してお馴染みになったお仲間と春の歌を使って、「仲間と一緒だ

からこそ～」を味わい楽しむ。同席するすべての人が、互いの個性を温かく受け入れ成

長の場となっていることを実感する。 

＊ 活動内で失敗感を感じさせることのないよう、又興味やチャレンジもできる活動の工夫

をする。 

◎音楽療法的活動 

歌う事は、有酸素運動に繋がる。元気に手拍子、楽器活動も同様。 

    【歌うことで介護予防につながる口腔ケアの一助となることを意識していただく】  

 項目   目的     使用曲  留意点（重点） 

はじめに～こんにちはの歌又はラジオ体操の歌 

導入     活動の始まりを意識    春が来た      会話・対象者の観察 

させ気分を解す              呼吸【ブレス】と言葉   

展開１  微細運動、手指の運動   春が来た     歌詞の内容・知的活動                       

     歌いながらのグーパーとゆっくり手拍子で横隔膜を鍛え、血行促進にも。           

       ♪一番、指折り・二番、グーパー・三番、指折りグーパーのコンビ 

展開２    手拍子で       あわて床屋  ・上半身、特に背中の筋肉に働きかける 

   ストレッチ             ・歌に合わせた 4つの動き        

    ♪手拍子は上から下へ４拍で・又左右へ。手の意識ではなく気持ちよく体を動かす。 

展開３    レク的活動                        

 リズムで楽しく     僕らはみんな生きている  ・棒打ち 3×３⇒2×2                                 

 

展開４    合唱奏 一体感を味わう     月の沙漠    ・役割分担を楽しむ【社会性】 

集団の響き               ・トーンチャイム・音積木・チャイム              

 

終わり    クールダウン      朧月夜    参加者の観察 

 

音楽療法的関わり                   

手拍子や楽器活動歌唱で少し温かさを感じられれば、血行促進に役立つ筋肉をつかえたことである。

又、声を出すことで嚥下に関係する、デリケートな筋肉も使われることをその都度お話し、 

日常の様々な場【移動やおしゃべり、好きな歌を口ずさむ等】がよく生きるための、エクササイズ

になることをお知らせする。 



 

使用曲、および活動風景 

♪市健康つくり課の嚥下体操に関連した♪ラジオ体操の歌を始まる前に歌った。また、おおね荘の

独自の音読やラジオ体操が開始前に実施となり、和やかに又積極的に元気で楽しく過ごす工夫がさ

れている、その気持ちを受け取って音楽療法をすすめることができた。 

初めてのラジオ体操の替え歌は集中してしっかり発音ができる。歌う表情もとてもよかった。 

♪春が来た 

「春が来た」という言葉は万葉の頃から多くの詩に読まれた表現。率直に、明朗に、簡明に春の喜

びを表している、素晴らしい詞、と小林純一は言う。この歌詞に関連して、「♪～花が咲く花が咲

く～」で春の花のイメージを伺う。鳥が鳴く~春の鳥って？・・・春が来たと感じる時は？ 

「春が来た」は、誰でも歌える馴染みの歌である。音読を食後の活動でされているということであ

ったため、改めて「春になると思う風景」をイメージしながらお読みいただく。春の花、春が来た

と感じる鳥の声、風景を語り合い歌う。 

指折りやグーパーの微細運動なども行ったが、「上手く指が折れない」と苦心されていらっしゃる

方もおいでになったので、「戸惑い」の効用や指が上手く折れなくても楽しく過ごすことのできる

今を肯定して～というメッセージを伝える。 

互いを見、歌詞を見、ご自身の指を見、皆様全員でお近くの方と交流しながらスマイルチャレンジ。 

♪あわて床屋 

北原白秋，山田耕作コンビの歌。この道・砂山も彼らの作品。山田耕作は「のどかに・ひょげて」

と楽譜に記した。鋏の音「チョッキンチョッキンチョッキンな」のメロディーを白秋はとても気に

入ったとか・・・・大正１２年「童謡百曲集」で初登場。９６歳の曲？ 

手拍子４つと２つを入れる。レベルと意欲によっては上から下へ４拍で、左から右に２拍で。 

歌の途中に手拍子４つ、あるいは２つがとても上手に入れられる。この歌はしらないなあ～とおっ

しゃる方は多く、チョッキンチョッキンだけ聞いたことがあるような~で始まったが、歌ってみる

と「歌える！」と顔を見合わせる場面もあった。タイミングやリズム感、あるいは集中力、向上心・・・

人の持っている良く生きたい、上手くなりたいという表には中々出てこない気持ちと向き合う場面

であった。そして気持ちがそろって、気が合って嬉しい～という体験もできたようである。春のお

どけた、遊び心いっぱいのこの歌が北原白秋、山田耕作のコンビと言うと少し驚かれた。知る楽し

みも加わった。 

♪手のひらを太陽に 

やなせたかしさんの気持ちを紡ぐ～。６９歳で、アンパンマンを世に出し漫画家として成功した。

７０歳くらいから、青春が始まった・・・生きる喜びを伝える仕事～この３月で３年。東日本大震

災でアンパンマンの歌詞が子供や人びとを勇気付ける！僕はいなくなっても、生きる喜びは伝え続

ける～生きることが喜びであるよう～と祈る。 

 

歌詞にある、生き物の名前を読んでいただく。又、ローマ字ロゴも読む？？？曲名は？？ 

彼は手のひらを裸電球にかざし、（手塚修の出現で仕事がなくなる・彼は天才手が早いということ

を目の当たりに見て、天才には敵わないと思った。揺れていても、映像を見ても漫画が描ける、じ

ぇ！ 

漫画家としての仕事の来ない寂しさに電球に手をかざすと赤い血が流れているように見えた。心は

元気でなくっても体は生きている・・・・手のひらを太陽に~ができた。 

ロゴを印刷した紙袋を紹介すると、一生懸命感想？をあるいは特徴を言ってくださる。漫画家とし

ての仕事がしたかったやなせさんのお気持ちを歌の説明とともにお知らせする予定であったが、予



想外の展開であった。ただ、説明はよく聞いてくださり、その後の活動【リズム打ち棒の活動】も

正確に（リズムに合わせて楽しく）なさった。おおね荘の皆様の素晴らしさを再発見！！ 

 

♪月の沙漠 

画家、詩人でもある加藤まさをの作品。佐々木すぐる作曲。 

「沙」には砂浜の意味がある。学生時代に結核を患った加藤が千葉県の御宿海岸で療養・保養に訪

れた。三月のおぼろ月夜、その風景からこの曲の発想にいたる。海岸はみずみずしいので「砂漠」

ではなく「沙漠」とした。 

（また、モチーフとなった海岸は加藤の生地である静岡県志田郡、藤枝近隣の海岸と公言したとい

う説もある） 

「沙」の文字を紹介する。 

春３月に歌う機会を得て、興味深く、又作品の成り立ちや歌詞に心を寄せられる方も多かった様子。

平山郁夫氏の砂漠のラクダの風景画をお見せしたが、手に取ってご覧になった方もいらした。合奏

もトーンチャイム、ウインドチャイム、鈴、音積木など扱いも、回を重ね楽器になれてきたことも

有り、美しい合奏となった。本来の音や響き、一人ではできない、「集ってこその楽しさ美しさ」

を体験いただけた。 

♪朧月夜 

「春が来た」の作詞作曲のコンビ、高野辰之・岡野貞一の作品。高野辰之が育った長野県（奥信濃）

の情景を詠みこんだ作品。飯山市一帯【特に千曲川川辺】は菜種油（灯油）を取るための菜の花畑

で黄色く染まったという。イメージしていただく。電灯が普及し今日の日本では、菜の花畑に入日

薄れ～という、風景は消えた。 

＊山のおぼろ月夜、海のおぼろ月夜をイメージしながら春のなった嬉しさを共に味わう。 

長野の飯山の風景の写真をご覧いただくと、写真を見ながら小さな交流・語り合いが始まる。音楽

療法ならでは～ 

ただ歌うという活動は心穏やかに歌声は澄やかで、「一時間集えてお互いにありがとう」が込めら

れ、またそれが感じられる活動であった。 

 

                        以上 

私たちは、達成感のある笑顔をいただき、感謝の気持ちでいっぱいでした。 

                              

2014/3/20 文責 浅田桂子 

 

 

  

               

      

 


